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 第12回  熊本県議会 有明海・八代海再生及び地球温暖化 

対策特別委員会会議記録 

 

平成29年９月25日（月曜日） 

            午前９時58分開議 

            午前11時51分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

(1)有明海・八代海の環境の保全、改善及

び水産資源の回復等による漁業の振興に

関する件について 

(2)地球温暖化対策に関する件について 

(3)付託調査事件の閉会中の継続審査につ

いて 

――――――――――――――― 

出席委員（15人） 

        委 員 長  坂 田 孝 志 

        副委員長  内 野 幸 喜 

        委  員  山 本 秀 久 

         委   員 西 岡 勝 成 

        委  員 村 上 寅 美 

        委  員 岩 中 伸 司 

        委  員 城 下 広 作 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 山 口   裕 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 緒 方 勇 二 

        委  員 西 山 宗 孝 

        委  員 末 松 直 洋 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 松 野 明 美 

欠席委員（なし） 

委員外議員（なし） 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 環境生活部 

         部 長 田 中 義 人 

        環境局長 藤 本   聡 

      環境政策課長 田 村 真 一 

    環境立県推進課長 橋 本 有 毅 

環境保全課長 山 口 勝 也 

      自然保護課長 中 尾 忠 規 

循環社会推進課長 久 保 隆 生 

 企画振興部 

        審議員兼 

   交通政策課課長補佐 江 橋 倫 明 

 商工観光労働部 

     新産業振興局長 村 井 浩 一 

      産業支援課長 末 藤 尚 希 

   エネルギー政策課長 前 野   弘 

 農林水産部 

部 長 濱 田 義 之 

      農村振興局長 西 森 英 敏 

        水産局長 木 村 武 志 

農林水産政策課長 千 田 真 寿 

農業技術課長 堤   友 信 

農地整備課長 福 島 理 仁 

森林整備課長 長谷川   誠 

水産振興課長 山 田 雅 章 

漁港漁場整備課長 田 尻 雅 裕 

水産研究センター所長 中 野 平 二 

 土木部 

総括審議員兼 

河川港湾局長 鈴 木 俊 朗 

土木技術管理課長 吉 良 忠 暢 

審議員兼 

都市計画課課長補佐 守 屋 芳 裕 

下水環境課長 渡 辺 哲 也 

河川課長 丸 尾   昭 

  港湾課長 亀 崎 直 隆 

  建築課長 上 妻 清 人 

 教育委員会事務局 

      義務教育課長 髙 本 省 吾 
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 企業局 

         次長兼 

総務経営課長 松 岡 大 智 

審議員兼総務経営課 

荒瀬ダム撤去室長 山 内 桂 王 

        工務課長 武 田 裕 之 

 警察本部 

      交通部参事官 船 江 英 二 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

   政務調査課主幹   池 田 清 隆 

   政務調査課主幹   福 田 孔 明 

 

     ――――――――――――――― 

午前９時58分開議 

○坂田孝志委員長 おはようございます。た

だいまから、第12回有明海・八代海再生及び

地球温暖化対策特別委員会を開催します。 

 なお、本委員会に１名の傍聴の申し込みが

あっておりますので、これを認めることとい

たします。 

 それでは、お手元に配付の委員会次第に従

い、付託調査事件を審議させていただきます

ので、よろしくお願いします。 

 議題１、有明海・八代海の環境の保全、改

善及び水産資源の回復等による漁業の振興に

関する件及び議題２、地球温暖化対策に関す

る件について、一括して執行部から説明を受

け、質疑は議題ごとに行いたいと思います。 

 なお、委員会の運営を効率的に行いたいと

考えておりますので、説明につきましては、

簡潔にお願いします。 

 また、説明者は、着座にて説明をお願いし

ます。 

 それでは、議題１、有明海・八代海の環境

の保全、改善及び水産資源の回復等による漁

業の振興に関する件について、①有明海・八

代海の再生に係る提言への対応について説明

をお願いします。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の３ページをお願いいたします。 

 この表に記載のとおり、提言に基づく各施

策につきまして、まず、黒丸をつけておりま

す施策につきまして、本年度の取り組み状況

を中心に、関係課から順に御説明します。 

 なお、白丸をつけております干潟等の漁場

環境改善のための充実などにつきましては、

後ほど別冊１のほうで御説明しますので、よ

ろしくお願いいたします。 

 

○渡辺下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 資料の４ページをお願いいたします。 

 提言項目、海域環境への負荷の削減に対し

ます生活排水処理施設の整備促進と適切な維

持管理について、今年度の取り組みを御説明

いたします。 

 資料の下の段、平成29年度の取り組みの②

取り組み状況などの欄で主なものを御説明い

たします。 

 (1)平成28年度末の汚水処理人口普及率は

86.1％となり、前年度と比較いたしまして

0.8％上昇しました。 

 普及率のさらなる向上のため、下記の取り

組みを行います。 

 (2)流域下水道事業につきましては、県が

管理運営する熊本北部、球磨川上流、八代北

部の３つの流域下水道施設の老朽化対策や耐

震対策工事を実施しております。 

 (3)くみ取りや単独処理浄化槽から合併処

理浄化槽への転換補助事業については、33市

町村で1,113基の転換を行う予定です。ま

た、市町村設置型浄化槽につきましては、国

の補助基準に満たない市町村に対し、４市町

村で41基に補助を行う予定です。 

 下水環境課は以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で



第12回 熊本県議会 有明海・八代海再生及び地球温暖化対策特別委員会会議記録（平成29年９月25日) 

 - 3 - 

ございます。 

 説明資料の５ページをお願いいたします。 

 普及啓発活動の展開でございます。 

 ２、平成29年度の取り組みにつきまして、

②取り組み状況等をごらんください。 

 (1)は、くまもと・みんなの川と海づくり

デーの実施でございますが、今年度も、県内

各市町村で、６月から11月にかけて河川及び

海岸等の清掃活動が実施されております。 

 なお、当課におきましても、８月６日に、

菊池市竜門ダムをメーン会場として準備を進

めておりましたが、残念ながら台風の接近に

より中止しております。 

 (2)の幼児、小中学生等を対象とした出前

講座等は、８月末現在、39校で実施し、約

2,100人が受講しました。 

 (3)ですが、水保全活動に取り組む団体等

に対して、指導者の派遣や調査に必要な教材

等を提供、貸与するとともに、ＮＰＯや小学

校等と連携し、８月末現在で、20団体、約

650人が河川の水質や生物の調査等を実施し

ました。 

 普及啓発活動の展開について、説明は以上

でございます。 

 

○山口環境保全課長 環境保全課でございま

す。 

 引き続き６ページをお願いいたします。 

 提言項目、海域環境への負荷の削減に対す

る工場・事業場の排水対策について、本年度

事業の途中経過を御報告いたします。 

 １の①提言の実現に向けた取り組み概要で

ございますが、いわゆる陸域から海域環境へ

の負荷の低減を目的といたしまして、工場、

事業場の立入検査による適切な排水指導を行

っております。 

 ２の平成29年度の取り組み、②の取り組み

状況でございますが、本年度は、８月末まで

に、延べ120事業場に立入検査と排出水の確

認等を行い、基準超過となった５事業場に対

し、改善指導等を行っております。 

 指導状況は、改善勧告１件、厳重注意４件

です。基準超過の原因は、排水処理施設の管

理が不十分であったことによるものでござい

ます。改善勧告の１件は、現在指導中でござ

いますが、厳重注意の４件は、全て改善完了

をしております。 

 また、公共用水域水質測定計画に基づき、

環境基準点等延べ45地点について、年間６回

から15回の調査を実施中でございます。 

 環境保全課は以上でございます。 

 

○堤農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 資料の７ページをお願いいたします。 

 農業・畜産対策の農薬・化学肥料の使用量

の削減についてでございます。 

 一番下の段の２の平成29年度の取り組み、

②の取り組み状況等でございます。 

 主な取り組みを説明させていただきます。 

 (1)でございます。 

 地下水と土を育む農業推進県民会議を８月

に開催いたしまして、関係機関・団体が一体

となりまして、地下水の涵養や環境保全型農

業を推進することといたしております。 

 (2)でございます。 

 グリーン農業に取り組んでおります生産宣

言者数が、29年３月末で１万9,000件余り、

消費者などグリーン農業を応援していただい

ております応援宣言者数が１万8,000件余り

と、その数が順調に増加をいたしておりま

す。 

 (5)でございます。 

 環境に優しい農業技術の実証展示ほを県内

11カ所、各振興局ごとに設置をいたしており

まして、農薬、肥料の削減技術の普及、定着

を図っております。 

 次のページ、８ページをお願いいたしま

す。 

 家畜ふん尿の適正管理の継続についてでご
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ざいます。 

 一番下の段の②取り組み状況等でございま

す。 

 (1)でございますが、不適正処理を防止す

るため、市町村、農業団体と連携しまして、

巡回指導のほうを随時実施しております。 

 また、(2)でございます。 

 家畜排せつ物の適正処理のための堆肥舎等

の施設整備につきまして、経営形態に応じて

指導のほうを実施いたしております。 

 また、11月には、畜産環境保全月間としま

して、市町村、農業団体と連携しまして、適

正処理につきまして、さらに徹底を図ってい

くことといたしております。 

 次のページ、９ページをお願いいたしま

す。 

 耕畜連携による堆肥の広域流通についてで

ございます。 

 一番下の段の②取り組み状況等でございま

す。 

 (1)でございますが、熊本県耕畜連携推進

協議会を７月に開催いたしまして、構成メン

バーでございます県や農業団体が一体となり

まして、良質堆肥の生産や広域流通を推進す

ることといたしております。 

 (2)と(5)でございます。 

 ホームページやイベント等で堆肥に関する

情報提供や堆肥の有効活用などの理解醸成活

動に取り組んでおります。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○中野水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 10ページをお願いいたします。 

 養殖場から排出される負荷の削減でござい

ます。 

 平成29年度の取り組みを中心に御報告いた

します。 

 ２の②取り組み状況をお願いいたします。 

 漁場改善計画で定められております底質調

査を９月から開始したところでございます。 

 また、(2)の給餌管理につきましては、水

産研究センターで行っております魚病診断時

に合わせて給餌管理を指導しております。 

 (3)海藻養殖につきましては、ヒトエグサ

人工採苗を９月13日に開始し、現在人工種網

を作成中でございます。 

 水産研究センターは以上でございます。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 資料の11ページをお願いいたします。 

 森林整備の着実な推進でございます。 

 一番下の段、②の取り組み状況について説

明いたします。 

 ２つございます。 

 １つ目の(1)では、国庫補助事業等を活用

し、着実な間伐の事業実施に努めておりま

す。間伐の実施面積は、８月末現在で737ヘ

クタールとなっております。 

 ２つ目の(2)では、森林ボランティアを行

う17団体に対しまして、活動費の助成を決定

いたしました。また、森づくりボランティア

ネットでは、平成29年度の取り組み等を協議

する運営協議会の開催や活動パネル展示を行

っております。 

 森林整備課は以上でございます。 

 

○前野エネルギー政策課長 エネルギー政策

課でございます。 

 資料の14ページをお願いいたします。 

 法令の遵守・指導でございます。 

 ２の平成29年度の取り組みの②取り組み状

況等をお願いします。 

 海砂利採取等の許認可の実績はございませ

ん。また、海砂利超過採取に係る過料等の納

付状況につきましては、右側の表のとおりで

ございます。 

 エネルギー政策課は以上でございます。 
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○中野水産研究センター所長 水産研究セン

ターでございます。 

 21ページをお願いいたします。 

 調査研究体制の充実でございます。 

 水産研究センターの研究の高度化と有明

海、八代海の研究を高度化するために、関係

機関と共同研究を進めております。 

 (ア)赤潮対策につきましては、有明海、八

代海合わせて、月６回の頻度で関係県などと

連携した調査を実施しております。 

 また、(イ)のタチウオの共同研究では、８

月から耳石の分析を開始しております。 

 (ウ)のアサリ資源回復のための研究では、

６月に第１回目の調査を共同で行い、８月末

から２回目の調査を開始しているところでご

ざいます。 

 水産研究センターは以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 諫早湾干拓事業に係る中・長期開門調査の

実施についてでございます。 

 資料は、22ページから24ページですが、６

月議会以降、裁判の判決や新たな訴訟などの

大きな動きはございません。 

 24ページをお願いいたします。 

 ２段目、②の取り組み状況です。 

 ことし６月、国に対し、漁場環境悪化の原

因を明らかにするとともに、速やかに再生に

向けた抜本的かつ実効性のある対策に取り組

むよう、予算措置を含めて要望活動を行って

おります。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 続きまして、②海域ごと

の再生に向けた取り組みについて説明をお願

いします。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 資料は、右肩上に「別冊１」と書いてござ

います「海域毎の再生に向けた取組み」、カ

ラー刷りの資料をごらんください。 

 まず、有明海でございますが、資料２ペー

ジをお願いいたします。 

 水産資源の現状でございます。 

 左上でございますが、有明海の漁獲量の推

移ですが、昭和55年の4,552トンがピーク

で、その後減尐し、平成27年は1,146トン

と、ピーク時の25％、４分の１程度となって

おります。 

 右上ですが、アサリ漁獲量の推移です。 

 昭和52年の６万5,303トンをピークに急激

に減尐し、平成27年は165トン、平成28年は

284トンと低迷しておりましたが、ことし

は、資源管理や耕うんなどの漁場改善、有害

生物の駆除などの取り組みに加え、自然環境

にも恵まれたことにより、26年、27年にかけ

て発生いたしましたアサリ稚貝が商品サイズ

に成長したということから、ことしは、１月

から８月までに526トン、昨年同期比で235％

の生産を上げております。 

 左下でございます。 

 ノリ生産枚数の推移ですが、近年10億枚前

後で推移しています。 

 平成28年度漁期は、12月下旪以降の生産が

順調に行われ、生産量は10億3,000万枚で平

年比95％でしたが、一斉撤去などの品質管理

に努め、単価が高目であったことから、生産

金額は過去最高の143億円となっておりま

す。 

 右下でございます。 

 経営体の推移ですが、昭和43年の8,423経

営体から減尐が続き、平成25年度は1,537経

営体、約18％に減尐をしております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 初めに、有明海再生に向けた取り組みにつ

いて、現在の取り組み状況です。 

 (1)の干潟等の漁場環境改善のための事業

の充実について、①有明海再生に向けた４県
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協調の取り組みについてまとめております。 

 平成27年３月に、有明海漁場環境改善連絡

協議会、これは、国、４県、４県漁連により

構成され、有明海再生への意見交換を行う協

議会ですが、ここにおいて、再生をより進め

るために、水産資源の回復、海域環境の改善

について、平成27年から３カ年で４県が協調

して取り組む方針内容が決定されました。 

 最下段の枠囲みに５つの取り組み内容につ

いて記載をしております。 

 以降、この５つの取り組みについて御説明

をいたします。 

 次のページ、４ページをお願いいたしま

す。 

 取り組みの一つ、浮遊幼生調査について記

載しております。 

 目的ですが、有明海における重要な二枚貝

の資源再生に向けて基礎資料を得ることとし

ております。 

 現在の取り組みですが、アサリ、タイラ

ギ、サルボウ、ハマグリを調査の対象として

います。 

 調査内容ですが、二枚貝は、いずれも卵か

らふ化して２週間程度海域を浮遊する期間が

あり、その後、干潟に着底して、稚貝になっ

て生育いたします。その動きの基礎的な資料

を得る目的です。 

 右図をごらんください。 

 上の図は、この調査結果を用いて、シミュ

レーションモデルにより推定されたアサリの

産卵場の位置を示しており、下の図は、推定

されたアサリの着底場所を示しております。 

 この結果から、熊本県のアサリは、県内で

発生、着底するもののほか、福岡県、佐賀県

から供給されるものもあると考えられます。 

 平成29年度も、精度を高めるため、引き続

き調査を行っております。 

 次、５ページをお願いいたします。 

 次に、海底地形測量です。これは国のほう

で対応していただいております。 

 目的ですが、沿岸の海底地形の状況を把握

することで、二枚貝資源の再生に向けた各種

取り組みを効果的に実施するための資料とす

ることとしております。 

 右の図をごらんください。 

 赤が浅い場所、青色が濃くなるにつれて深

い場所を示しております。２カ年で、宇土沖

から玉名沖まで111.5平方キロの測量が行わ

れており、平成29年度は、荒尾沖25平方キロ

の測量を実施されており、10月下旪ごろには

取りまとめられる予定です。また、県が既に

行った地形調査のデータを加えて、沿岸の海

底が見渡せるよう進めていくこととしており

ます。 

 次のページ、６ページをお願いいたしま

す。 

 次に、漁場環境改善の実証ですが、これ

は、漁業者がみずから実施可能な改善手法の

確立を図ることを目的としております。 

 具体的には、漁船で二枚貝を漁獲する漁具

である貝桁という漁具を用いて海底を引きず

って耕うんし、底質環境の改善を図るもので

す。 

 下の図をごらんください。 

 左端が従来の貝桁ですが、年度ごとに新た

な改善を実施した器具を使って、この作業の

前後で海底にすむ生物の数や硫化物の量を調

査し、効果の向上を図っております。 

 平成29年度は、28年度Ｃ、Ｄの器具を改良

したＥと新たにＦを導入して、効果の比較検

討を行っているところです。海底耕うんを行

いました漁協の組合長さんに話をお聞きしま

すと、コウカイ、サルボウなど、生息する生

物がふえたという手応えを感じておられまし

た。 

 次のページ、７ページをお願いいたしま

す。 

 次に、増養殖技術の開発ですが、アサリ、

ハマグリ、ガザミ及びクルマエビの４つの魚

種について、それぞれ産卵する親の保護や稚
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エビなど放流等の増殖技術を水産研究センタ

ーと漁業者が連携して開発試験を行っており

ます。 

 右の写真をごらんください。 

 上は、干潟にアサリのすみ場となる石の入

った網袋を設置しているところです。その

下、アサリを食害するエイを防御するため、

網を張っているところです。下は、産卵直前

の卵をたくさん抱えたガザミで、この保護を

行うこととしております。さらに下は、クル

マエビの放流の試験で、食害に遭わないよ

う、すぐ砂に潜れるように、稚エビを収容し

た容器を干潟まで運んで放流を行っている写

真です。継続して、このような取り組みを進

めてまいります。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の８ページをお願いします。 

 (オ)漁場環境改善の事業につきまして御説

明します。 

 熊本県の取り組みとしましては、干潟域の

底質が悪化した漁場に覆砂や耕うんを実施し

ております。 

 平成29年度は、覆砂を荒尾市、長洲町、熊

本市、宇土地先、耕うんを熊本市地先で実施

しております。 

 資料の９ページをお願いします。 

 ②公共事業による取り組みにつきまして

は、水産基盤整備事業にて取り組んでおりま

す。 

 現在の取り組みとしましては、干潟域で

は、覆砂や耕うん事業などにより、悪化した

漁場環境の改善に取り組んでおります。ま

た、南部域では、仔稚魚の育成の場となる増

殖場や藻場の造成に取り組んでおります。 

 平成29年度は、先ほど４県協調の取り組み

で御説明しましたが、荒尾市、長洲町、熊本

市、宇土市地先で覆砂を、熊本市地先で耕う

んを実施しております。また、天草市五和町

地先で藻場造成区域の測量調査を実施してお

ります。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 資料10ページをお願いいたします。 

 漁業者等による漁場環境改善への取り組み

について、県では、水産多面的機能発揮対策

事業により、左下の図に示します区域で17の

活動を行っている組織へ支援を行っておりま

す。 

 右の表をごらんください。 

 この事業は、平成25年度から14の活動組織

で取り組みが開始され、平成28年度、29年度

は、17組織になっております。活動内容は、

干潟の耕うんや有害生物の除去、藻場の保

全、漂流漂着物の処理を行っております。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 資料の11ページをお願いいたします。 

 (2)抜本的な干潟等再生方策の検討でござ

いますが、まず、右側の図をごらんくださ

い。 

 有明海の底質の状況でございますが、荒尾

市より南の本県沿岸域、参考までに黄色で囲

んでいますが、この部分の底質は、主に泥と

なっています。 

 資料の左側の現在の取り組みでございます

が、図でごらんいただいたとおり、有明海の

本県沿岸域においては、泥土が堆積し、干潟

等の環境悪化をもたらしているとの指摘もあ

ることから、環境省に対し、総合調査評価委

員会報告で抜本的な再生方策を記載するよう

求めてきました。 

 しかしながら、報告では、抜本的な再生方

策の提示がなかったため、泥土除去等の抜本
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的対策等の実施について、本年５月、本県の

主導により関係６県と連携して関係省庁に要

望するとともに、５月の九州地方知事会及び

６月の国への施策提案でも要望を行っており

ます。 

 説明は以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 12ページをお願いいたします。 

 栽培漁業及び資源管理型漁業の推進です。 

 まず、①放流体制及び放流する魚種と尾数

の状況です。 

 左の図に示しますように、有明海において

は、クルマエビ700万尾を有明海４県共同放

流事業と国の有明海再生事業で放流しており

ます。 

 そのほか、ガザミ87万尾、ヒラメ５万尾な

どを放流しております。昨年暮れから年明け

にかけ、ヒラメが熊本市地先などの有明海で

多く水揚げされたというふうな情報も入って

おります。 

 また、今後、マコガレイも放流を予定して

おりますが、マコガレイは放流魚の混入率が

20％を超える効果が見られておりますので、

新たな放流対象種として期待しているところ

でございます。 

 ②の資源管理型漁業の推進です。 

 資源管理型漁業の推進として、有明海で

は、アサリ資源が回復傾向にあることから、

この機会を生かすべく、アサリの獲る大きさ

の制限など、漁業者がみずから定めた資源管

理計画を着実に実践することで資源回復を図

っております。 

 次の13ページをお願いいたします。 

 養殖漁業への取り組みですが、有明海にお

いてはノリ養殖業が中心です。 

 右上の図をごらんください。 

 過去において、ノリ養殖は10月初旪から４

月までのほぼ半年間営まれてきました。しか

し、近年の温暖化による海水温の上昇によ

り、開始時期は10月中下旪、終わりが３月中

旪と、全体で１カ月ほど短縮しております。 

 また、水温が高目であることから、赤腐れ

病という病気が発生、蔓延が12月ごろに頻発

しております。 

 この対応として、県では高水温に対応した

養殖スケジュールを提案し、十分水温が適水

温である23度以下まで低下したところで養殖

を開始すること、また、赤腐れ病が拡大した

ところで漁場から養殖網を一斉に撤去し、次

の生産に入ることを指導しております。 

 この一斉撤去が27年度から実施され、入札

に出品する製品が統一化され、表に示しまし

たように単価の上昇が図られ、昨年度は過去

最高の生産金額につながりました。 

 また、養殖に用います酸処理剤について

も、これまで廃液の処理が地域でばらばらに

行われていたものを、17漁協全てで廃液産廃

業者へ処理を委託する体制が整いました。 

 また、これら高水温への対応については、

水産研究センターで高水温耐性株や低塩分耐

性株の開発を行っております。 

 次に、八代海についてでございます。 

 資料は、16ページをお願いいたします。 

 八代海の水産資源の現状です。 

 左上でございます。 

 八代海の魚類漁獲量の推移ですが、コノシ

ロやカタクチイワシなど多獲性魚種の漁獲量

に影響を受けており、平成27年度の漁獲量は

8,017トンで、ピーク時の昭和55年の約55％

となっております。 

 右上のほうをお願いいたします。 

 アサリ漁獲量の推移ですが、長期的に見る

と、周期的に増減を繰り返す傾向が見られま

す。 

 近年は、平成23年の大雤による淡水化の影

響で激減した後、平成27年は42トン、28年は

３トンと低迷しておりますが、29年は、１月

から８月までで13トンと、昨年同期比で507
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％を漁獲されております。 

 左下でございます。 

 魚類養殖生産量の推移ですが、ブリ類は、

赤潮被害の影響を受けながら6,000トンから

8,000トンの間で推移しており、マダイは、

8,000トンから１万トンの間で推移しており

ます。 

 右下、経営体の推移ですが、昭和43年の

4,501経営体から減尐が続き、平成25年度

は、1,301経営体、約29％に減尐しておりま

す。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の17ページをお願いします。 

 現在の取り組み状況ですが、(1)干潟等の

漁場環境改善のための事業の充実のうち、①

公共事業による取り組みにつきましては、有

明海と同様に、水産基盤整備事業で取り組ん

でおります。 

 北部の干潟域では、覆砂や作澪等により、

悪化した漁場の改善に取り組んでおります。

また、南部海域では、仔稚魚の育成の場とな

る増殖場や藻場造成に取り組んでおります。 

 平成29年度は、八代市、氷川町、宇城市等

の地先におきまして、干潟漁場整備の次期計

画策定に向けた測量調査を行っております。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 18ページをお願いいたします。 

 八代海においても、水産多面的機能発揮対

策事業により、左下の図に示します区域で、

８つの活動を行っている組織へ支援を行って

おります。 

 八代海においては、25年度から11の活動組

織で取り組みが開始され、平成29年度は８組

織になっております。 

 活動内容は、有明海と同様に、干潟の耕う

んや有害生物の除去、藻場の保全、漂流漂着

物の処理を行っており、特徴的な活動として

は、芦北におけるアマモの保全活動がありま

す。 

 次のページ、19ページをお願いいたしま

す。 

 栽培漁業及び資源管理型漁業の推進、放流

体制及び放流する魚種と尾数の状況です。 

 八代海における放流事業ですが、マダイ88

万尾、ヒラメ57万尾、ガザミ54万尾、イサキ

24万尾などについて、県、沿岸市町、漁協及

び公益財団法人くまもと里海づくり協会で組

織されている熊本県地域展開協議会で放流を

実施しております。また、八代漁協などでク

ルマエビを386万尾放流されております。 

 放流効果を求めるには、放流魚と天然の魚

を見分けることが必要ですが、マダイについ

ては、写真右のように、天然魚が鼻の穴が２

個あるのに対し、人為的に生産した放流魚で

は、これがつながって１個となっており、こ

れを目印に、市場に水揚げされたマダイにこ

の鼻の穴が１個のマダイが何尾含まれるかを

調査して効果を求めております。ヒラメにつ

いては、放流魚は目のない裏側に黒い斑紋が

発生しますが、天然魚は斑紋がありませんの

で、これを目印にしております。 

 このような方法で調査を行っております

が、ヒラメについては、放流魚の混入率が20

～25％、経済効果として1.3と、良好な効果

が見られております。マダイについては、漁

獲量が安定傾向にあり、放流が資源を底支え

しているものと思われます。 

 資源管理型漁業の推進です。 

 マダイやヒラメなどの９魚種及びまき網や

船びき網など10漁業種類について、獲る大き

さの制限や休漁日の設定など、漁業者が作成

した計画の実践による資源管理型漁業を推進

しております。 

 次のページ、20ページをお願いいたしま
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す。 

 (3)持続的養殖漁業の推進、①です。 

 八代海においては、魚類、二枚貝に加え、

海藻の養殖が行われております。これら養殖

場では、漁場の環境を維持しながら、持続的

に養殖を継続するため、漁場改善計画を実施

しており、この着実な実施を指導しておりま

す。魚類養殖場では、83漁場全てで計画が策

定されており、年に１回、漁協が底質の状況

について行う調査など、環境改善の指導を行

っております。 

 また、安全、安心な養殖魚の生産に向け

て、養殖業者認証制度を平成15年度から継続

して実施しており、この制度について、流通

業界、消費者への安全性のアピールを実施し

ております。 

 藻類や貝類の養殖技術指導ですが、ヒトエ

グサ、ワカメ、カキ類、ヒオウギガイなど、

新規養殖種類の取り組みが始まっておりま

す。 

 ヒトエグサ養殖については、これまでの取

り組みによる品質向上などから単価が向上

し、前年比165％の１億400万円を生産し、初

めて１億円を超えることができております。 

 次は、21ページをお願いいたします。 

 ②です。 

 養殖業の大きな課題であります赤潮対策に

ついてですが、県、市、漁業者による赤潮情

報ネットワークの整備を行っております。こ

のネットワークで赤潮発生の情報が伝わりま

すと、初期段階のまだ赤潮が小規模な状況の

ときに拡大を防ぎ、被害を防止するため、県

海水養殖漁協が粘土や塩を散布いたします。

表に示しますように、今年度も赤潮が発生

し、塩や粘土の散布を行い、被害拡大の防止

に役立っております。 

 ことしの赤潮被害については、後ほど御説

明をさせていただきます。 

 陸上養殖ですが、現在、国において陸上養

殖技術開発の調査研究が行われており、それ

らの情報収集等を行っていくこととしており

ます。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 資料の23ページをお願いいたします。 

 八代海湾奥部再生に向けた取り組みにつき

まして、環境立県推進課でまとめて説明させ

ていただきます。 

 24ページをお願いします。 

 １、現状等でございます。 

 八代海湾奥部につきましては、７月の当委

員会管内視察において船の上からごらんいた

だきましたが、当湾奥部は、不知火干拓が張

り出す特異な地形から土砂が堆積し、浅海化

の進行が宿命的な海域です。県で平成18年度

に実施した土砂堆積状況調査でも、ほぼ海抜

ゼロメートルの土砂堆積面が沖合に伸びてい

くとの予測結果が出ています。また、堆積し

た土砂は、泥分が多く、泥干潟が形成されて

います。 

 なお、こうした状況に対し、地元からは、

高潮対策、背後地の排水不良等への対応を求

める声があるとともに、底質の悪化等の環境

悪化も懸念されています。 

 25ページをお願いします。 

 ２、現在の取り組み状況でございます。 

 (1)高潮対策の取り組みでございますが、

死者12名を初めとする甚大な被害を出した平

成11年台風18号の高潮被害を契機として、ハ

ードとソフト対策を合わせた総合的な高潮計

画を策定し、整備を進めています。 

 26ページをお願いします。 

 ②八代海湾奥部におけるハード対策でござ

いますが、表に記載の４つの海岸全てで高潮

対策が完了しています。また、27ページに記

載のとおり、防災情報システムの整備等のソ

フト対策もハード対策に合わせて実施し、整

備済みでございます。 
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 28ページをお願いします。 

 内水被害対策でございますが、県では、大

野川支川の河道拡幅及び護岸工事等の改修工

事を進めています。内水の排水先である大野

川及び支川等の水位ができるだけ早く低下す

るよう、県では、大野川下流部に堆積した土

砂の掘削事業に取り組むこととしています

が、現在、内水対策を所管する市との打ち合

わせを行っているところでございます。 

 (3)背後地の排水不良対策でございます

が、農地の排水不良につきましては、平成19

年度以降、国の補助事業を最大限に活用し、

澪筋浚渫や樋門からの定期的なフラッシュに

よる澪の確保等を行っています。 

 湛水防除事業等の実施により、排水機場の

統廃合や改修を進め、排水能力を強化する対

策を実施中です。29ページに排水機場の設置

状況等を載せておりますので、御参照くださ

い。 

 30ページをお願いします。 

 (4)抜本的な浅海化対策でございますが、

現段階では、八代海湾奥部に関する調査デー

タが極めて乏しいことから、本年６月の国へ

の施策提案等で、国に対し調査研究や効果的

な対策の検討を求めているところです。 

 なお、現時点で浅海化対策のために必要と

考えるステップ案を31ページ以降に示してお

ります。 

 ２つ目の丸ですが、浅海化対策に必要な調

査のうち、底質・底生生物調査につきまして

は、本年９月に県で調査を実施し、現在分析

を行っているところです。なお、調査地点は

右図のとおりです。 

 八代海湾奥部再生に向けた取り組みについ

ての説明は以上です。 

 

○坂田孝志委員長 続きまして、③報告事項

ですが、平成29年９月に発生した赤潮被害に

ついて説明をお願いします。 

 

○山田水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 資料は、別紙１枚紙の資料でございます。 

 報告事項、平成29年９月に発生した赤潮被

害についてということでまとめさせていただ

いております。 

 今回発生した赤潮は、シャットネラ赤潮で

す。右側に写真を載せておりますが、過去に

は３カ年で27億円もの被害が発生したことの

ある赤潮でございます。 

 まず、(1)発生状況ですが、８月16日に八

代海の広い範囲でシャットネラが確認され、

上天草市の姫戸沖で警報発令基準値を上回っ

たため、八代海に赤潮警報を発令しました。

その後、８月下旪から９月初めまで広くシャ

ットネラの分布が確認されており、一部には

濃密化した着色域が見られました。９月３日

以降、細胞数が減り始め、９月11日にはほと

んどの海域で警報発令基準値を下回りまし

た。９月22日に赤潮警報を全て解除いたして

おります。 

 (2)漁業被害状況についてです。 

 天草市でブリが3,000尾程度へい死し、推

定800万円の被害が発生しております。 

 (3)被害防止対策です。 

 ①８月21日から９月８日まで、シャットネ

ラの拡大防止に効果がある塩、粘土を散布し

ております。 

 ②被害軽減策として、有効な餌止めなどの

指導を行っております。 

 ③赤潮分布調査の実施や養殖業者への情報

発信に努めました。 

 ④本庁広域本部にそれぞれ対策本部、現地

対策本部を設置し、赤潮発生状況や被害情報

等の収集に努め、関係者への指導に努めまし

た。９月22日に警報が解除されたことから、

両対策本部とも解散をいたしております。 

 右側下の表をごらんください。 

 御説明しましたシャットネラ赤潮以外にも

赤潮警報を発令しておりました。いずれも漁
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業被害は発生しておりません。９月22日に全

ての警報を解除しております。 

 水産振興課、以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、議題２、地球温暖

化対策に関する件にまいりますが、①熊本県

温室効果ガス総排出量について説明をお願い

します。 

 

○橋本環境立県推進課長 説明資料の26ペー

ジをお願いいたします。 

 平成27年度の熊本県温室効果ガス総排出量

についてでございます。 

 今回、本県の温室効果ガス総排出量につい

て、平成27年度の結果がまとまりましたので

御報告するものです。 

 下の図１をごらんください。 

 平成23年の東日本大震災以降、火力発電の

割合の増加等により総排出量は増加しました

が、その後、節電取り組みや再生可能エネル

ギーの導入増加等により、平成25年度からは

減尐に転じています。 

 直近となる平成27年度の総排出量でござい

ますが、前年度比7.3％減、県計画の基準年

度としている平成25年度比で11.6％減と、３

年連続で減尐しています。 

 なお、御参考までに、図の右側に点線囲み

で国の温室効果ガス総排出量の状況、その下

の点線囲みに国と県の温室効果ガス削減目標

を記載しています。 

 27ページをお願いします。 

 県の部門別の温室効果ガス排出量の状況で

ございます。 

 下の図２をごらんください。 

 産業部門が３割以上を占めておりまして最

も多く、次いで、運輸、家庭、業務部門とな

っています。 

 図３をごらんください。 

 部門別排出量の推移を示しています。 

 前年度比で、産業部門が7.3％減、運輸部

門が3.5％増、家庭部門が14.2％減、業務部

門が15.0％減となっております。 

 なお、運輸部門、これは家庭の自家用自動

車を含めた自動車等からの排出量でございま

すが、運輸部門が前年度比で増となったの

は、平成27年度のガソリン卸価格の下落等に

より、ガソリン使用量が増加したことなどが

要因として考えられます。 

 今後とも、温室効果ガスの排出削減に努め

てまいります。 

 説明は以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 次に、②地球温暖化対策

に関する提言への対応について説明をお願い

します。 

 

○橋本環境立県推進課長 引き続き当課から

御説明いたします。 

 説明資料の29ページをお願いします。 

 この表に記載のとおり、提言項目の(1)か

ら(4)について、今年度の取り組み状況等を

中心に、関係課から順に御説明します。 

 なお、説明資料につきましては、主な動き

等として太字を中心に説明させていただきま

す。 

 説明資料の30ページをお願いします。 

 (1)事業活動における取り組みの推進でご

ざいます。 

 今年度の取り組み状況等につきまして、31

ページをごらんください。 

 (1)の条例の円滑な運用につきましては、

現在、計画書等の提出を受け付けており、取

りまとめをしているところでございます。 

 (ア)ですが、事業活動温暖化対策計画書を

提出している事業者を対象に、今年度、優良

事業者表彰制度を創設し、７月14日に表彰式

を実施いたしました。 

 次に、(2)事業者への情報提供、支援でご

ざいます。 

 (ウ)ですが、中小企業者のための環境マネ
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ジメントプログラム、エコアクション21につ

きまして、認証取得を支援するセミナーを希

望のあった９社に対し実施しております。 

 (エ)のくまもとライトダウンですが、環境

省の全国統一の取り組み実施日に合わせ、夏

至と七夕に店舗やオフィス、家庭の照明の県

内全域での一斉消灯を呼びかけ、延べ1,107

施設に御協力いただきました。 

 事業活動における取り組みの推進につい

て、説明は以上でございます。 

 

○江橋交通政策課審議員 交通政策課でござ

います。 

 32ページをお願いします。 

 (2)公共交通機関の利用促進についてでご

ざいます。 

 33ページをお願いいたします。 

 ②の今年度の取り組み状況につきまして、

主なものを御説明いたします。 

 まず、(1)ノーマイカー通勤運動の強化等

につきましては、４月19日に、約200人の参

加をいただき、アースウイーク実行委員会と

熊本県ストップ温暖化県民総ぐるみ運動推進

会議との共催で、公共交通機関の利用を訴え

るパレードを実施いたしました。 

 また、環境に配慮した運転でありますエコ

ドライブの普及を図るため、県内の企業、団

体や個人でエコドライブ診断機器を引き継い

でいきますエコドライブ診断リレーを実施い

たしております。 

 次に、(2)バス路線再編の協議の支援につ

きましては、熊本市公共交通協議会を初め、

８月末時点で、15の地域、市町村で行われま

したバス路線再編や乗り合いタクシーの導入

に係る協議に参画いたしまして、広域的視点

からの助言や先進事例の情報提供等を行って

おります。 

 また、これまで、県内９地域、市町村で、

地域公共交通網形成計画を策定しておりまし

て、７月には、八代市の公共交通ネットワー

クの再構築を図る再編実施計画が、県内で初

めて国の認定を受けたところでございます。 

 次に、(3)乗り継ぎの円滑化でございま

す。 

 ＪＲ豊肥本線を活用した空港ライナーの運

用につきましては、８月末までに４万184人

の方に御利用いただいておりまして、１日当

たりの利用者数も着実に増加している状況で

ございます。 

 公共交通機関の利用促進につきましては、

以上でございます。 

 

○橋本環境立県推進課長 環境立県推進課で

ございます。 

 説明資料の34ページをお願いします。 

 (3)家庭における取り組みの強化でござい

ます。 

 今年度の取り組み状況等につきまして、35

ページをごらんください。 

 (1)ライフスタイルの転換に向けた啓発で

ございますが、(イ)各種広報・イベントの実

施では、くまもとらしいエコライフ年間キャ

ンペーンとして、テレビコマーシャルやラジ

オ、新聞等を活用した普及啓発を実施してい

ます。 

 (ウ)ですが、啓発冊子くまエコ学習帳を全

小学５年生へ配布するとともに、出前講座を

小中学校等で実施し、８月末現在で、９校、

約400人が受講しました。 

 (カ)のグリーンカーテンの普及では、熊本

地震による応急仮設住宅において、省エネ、

温暖化対策とともに、暑さ対策及び緑による

癒やし効果等を通した住環境の充実のため、

グリーンカーテンを応急仮設住宅570戸、み

んなの家21戸に設置いたしました。また、サ

ーモグラフィー等による設置効果の検証も実

施しております。 

 (キ)の地球温暖化防止活動推進員の活動支

援等では、推進員の活動の活性化や取り組み

の広がりを図るため、推進員等に対する研修
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を実施しております。 

 家庭における取り組みの強化について、説

明は以上でございます。 

 

○長谷川森林整備課長 森林整備課でござい

ます。 

 資料の36ページをお願いいたします。 

 (4)森林吸収源対策の推進でございます。 

 次のページ、37ページをお願いいたしま

す。 

 ②の取り組み状況について説明いたしま

す。 

 (1)の森林所有者の負担軽減につきまして

は、森林組合等を対象に、会議等を通じ、低

コスト施業の周知を行い、計画的な間伐の実

施を促進しております。間伐の実施面積は、

８月末現在で737ヘクタールとなっておりま

す。 

 (2)の企業等の森づくりの促進につきまし

ては、２つの柱で取り組んでおります。 

 １つ目の(ア)森林吸収量認証書の交付で

は、企業が自主的に行う森づくり活動に対し

まして、今年度も12者に認証書を交付いたし

ております。 

 ２つ目の(イ)クレジットの販売では、五木

村の県有林140ヘクタールの間伐による二酸

化炭素吸収量について、クレジットの認証を

受け、販売を行っています。 

 今年度は、資料のとおり、８月末現在で、

４者に対し、合計の62二酸化炭素トンの販売

を行っております。 

 これに関連しまして、クレジット取引の活

性化を目的に、クレジット購入者が使用でき

るロゴマークを作成して、販売促進に努めて

いるところでございます。 

 説明は以上でございます。 

 

○坂田孝志委員長 以上で執行部からの説明

が終わりましたが、まず、有明海・八代海の

環境の保全、改善及び水産資源の回復等によ

る漁業の振興に関する件について質疑を受け

たいと思います。質疑はありませんか。 

 

○城下広作委員 じゃあ済みません。４ペー

ジのことでちょっと確認なんですけれども、

生活排水処理施設、それから、こういう整備

に関することなんですけれども、イメージ的

には、益城町を中心として、既存の下水道管

というのは、相当、路面のいわゆる揺れで大

きく破損しているというイメージがあったん

ですが、そういう部分というか、県全体もそ

うなんですけれども、今回震災で大きかった

ところの下水道管の状況というのはどうなの

か。そして、現在どこまで復旧がなされてい

るのか、大きな、全てやりかえるということ

が必要あるのかないのか、この辺も含めてち

ょっと整理として教えていただければと。 

 

○渡辺下水環境課長 熊本地震における下水

道などの施設被害状況でございますが、ま

ず、処理場などにつきましては、12処理場な

どで被災を受けましたが、これにつきまして

は、現在復旧が終わりまして、支障なく運転

がなされている状況でございます。 

 一方、管渠でございますが、県内で85.8キ

ロの被災を受けております。この復旧につき

ましては、現在73.8％で着手しており、8.2

％で完了しております。 

 ただ、委員御指摘のとおり、益城町におい

て22.2キロの被災を受けておりますが、益城

町においては、現在52％の着手率ということ

で、まだまだ復旧は進んでいない状況でござ

います。 

 以上でございます。 

 

○城下広作委員 工事というか、これは抜本

的に、例えば道路を全部掘り返してやるよう

な形でやらなきゃいけないのか、それとも対

処法である程度できる復旧方法なのか、どう

いう感じなんですか。 
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○渡辺下水環境課長 被災の状況でございま

すが、これは被災箇所によってまちまちでご

ざいまして、例えば具体的に申しますと、マ

ンホールが道路に突出したような事例であっ

たり、下水管の継ぎ手箇所が損傷した事例な

どにつきまして、部分的に補修をしていくと

いう方法になります。ただ、下水管が破損し

た箇所については、道路を開削いたしまし

て、下水管を取りかえるというような工事を

行っていく予定でございます。 

 

○坂田孝志委員長 よございますか。ほか

に。 

 

○西岡勝成委員 海域の環境についてお尋ね

したいんですが、まず、水害とか台風とかい

ろいろ来ると、要するに、海の中に河川を通

じてプラスチックごみとかいろいろなごみが

流れていくんですけれども、マイクロプラス

チックというんですか、要するに、そういう

のが魚にたまってだんだん人体に影響を及ぼ

すという調査あたりは、どこかでやられてい

る。要するに、魚とか、例えばノリ網あたり

もあると思うんですけれども、魚にたまった

やつがずっと蓄積されて人体に影響を及ぼす

ような調査はどこかでされているんですか。 

 

○久保循環社会推進課長 西岡委員がおっし

ゃるマイクロプラスチック、これは全世界的

にちょっと問題になっておりまして、県レベ

ルではやっておりませんが、国、環境省レベ

ルでは、各海域におきまして調査をやってお

るところでございます。 

 日本の周辺海域におきましても、マイクロ

プラスチックについては相当の量が懸念され

るということで、当然、有害な化合物という

んですか、そういったものとくっついて、最

終的に食物連鎖の中で人体にも被害を生じさ

せかねないという懸念がございまして、その

あたりの研究が進んでおるところでございま

す。 

 

○西岡勝成委員 私は、海のそばに住んでる

と、消波ブロックの中にプラスチックのあら

ゆるごみが詰まって、台風あたりで波が荒れ

ると、そこでがちゃがちゃして、もう小さく

なっていくんですね。あのようなものがずっ

と人体に食物連鎖で広がっていたら大変なこ

とになると思うんですが、これは環境立県推

進課、もうちょっと家庭でもやっぱりきちっ

としたごみの処理──企業は今かなり進んで

いますよ、ごみの処理というのは。 

 例えば、私は、朝からこっちにおるときは

白川沿いを歩くんですけれども、たばこの吸

い殻が道に山んごとある。それはもう大雤が

降ってくると全部海に流れていくんですよ。

ああいうのを、もうちょっとやっぱりふだん

の生活から、オリンピックもあることだし、

熊本も国際大会があるので、そういうふだん

の生活に、ちょっと宣伝というか、そういう

規制をかけるような広報をぜひやってほしい

と思います。歩くと、本当にたばこの吸い殻

が──ああいうのはどこに流れていく、最終

的には海ですよ。そういうのが結局魚にたま

り、それをまた人が食べるというようなこと

になっていきますので、もうちょっと身近な

ところから、温暖化も大事ですけれども、や

ってほしいと思いますので、これは要望で結

構なんですが。最終的には海に来ます。 

 

○坂田孝志委員長 要望でよございますか。 

 

○山本秀久委員 放流のやつですね。放流を

やってるでしょう。マダイとかなんか放流。

どのくらいの割合で残って、生産が上がって

るの。 

 

○坂田孝志委員長 放流の成果。 

 



第12回 熊本県議会 有明海・八代海再生及び地球温暖化対策特別委員会会議記録（平成29年９月25日) 

 - 16 - 

○山田水産振興課長 先ほど放流のときに御

説明申し上げましたけれども、ヒラメについ

ては、放流効果が大変いいということで、混

入率が20％から25％。ですから、100匹獲っ

たら20匹から25匹はヒラメということで、事

業効果としても1.3ほどございます。マダイ

については、最近ちょっと混入率が落ちてお

りまして、混入率が3.5から７ということ

で、放流効果が１まで至っておりません。 

 

○山本秀久委員 相当な金額を打ち込んでい

るわけだろう。 

 

○山田水産振興課長 はい。 

 

○山本秀久委員 その金額に対して大体どの

くらいの差で出てくるのかということたい。

そういう計算はしてない。 

 

○山田水産振興課長 先ほどちょっと申し上

げましたが、ヒラメについては1.3ございま

すので、投資効率は十分にあるということで

ございます。マダイについては、当初放流を

始めたころには１を超えておりましたけれど

も、今は、若干混入率、回収率がちょっと悪

くなっておりまして、１を下回っている状況

でございます。 

 

○山本秀久委員 何でだろう、それは。理由

はわからぬ。 

 

○山田水産振興課長 理由自体、正確にはわ

かっておりませんけれども、ただ、マダイの

生産自体が、ある程度安定して推移をいたし

ております。そのバランスもあってかと思い

ますけれども、資源には十分寄与しているか

と思っております。 

 

○山本秀久委員 わかっていないんだな。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○山本伸裕委員 漁場環境改善の取り組みを

いろいろ御説明いただきましたですけれど

も、こうした取り組みで改善が図られている

かどうかという指標がわからないんですよ。 

 例えば、底質がどう悪化して、どういう取

り組みで、どう改善しているのか、してない

のか。あるいは、水質の問題、あるいは潮流

の問題ですね。そういったところの事業の取

り組みによって改善がしてるのかしてないの

かというのはわかりますでしょうか。 

 

○田尻漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 底質改善の一つとして覆砂をやっておりま

す。覆砂につきましては、年に２回、春と秋

に覆砂漁場の調査を行っておりまして、その

結果としましては、周辺の漁場、覆砂をやっ

てない漁場に比べまして、覆砂漁場にアサリ

の発生率が高いということがわかっておりま

す。 

 

○山本伸裕委員 要するに、そういう事業を

やった成果みたいなところが、この資料から

見えてこないからですね。そういった点につ

いて、ちょっと定量的なデータみたいなやつ

を出していただけるといいなというふうに思

っていますけれども。 

 それから、もう一つは、水質とかでの改

善、研究というのはないんですか。（「水質は

わかっとるだろう」と呼ぶ者あり） 

 

○山口環境保全課長 新たな調査というの

は、特には最近ではございません。 

 

○村上寅美委員 水質はわからないの。水質

は、定期的に調査しているんじゃないの。 

 

○山口環境保全課長 従来から取り組んでお
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ります水質調査結果について、６月の議会の

ほうで報告したところでございます。新たな

調査というようなことにつきましては、従来

からの調査のほうで取り組んでおりますの

で、そういうような形で今取り組んでいると

ころでございます。 

 

○山本伸裕委員 やっぱり宝の海と言われた

有明海、八代海が、なぜ漁業不振に陥ってき

たのかということでは、やっぱり底質の調査

であったり、水質であったり、水温であった

り、あるいは潮流であったり、そういったと

ころの状況等、そして、取り組みによって、

それがどう改善されたのか、あるいは改善さ

れてないのかというようなことは、ぜひわか

るようにしていただければというふうに思い

ます。 

 特に、赤潮の問題もそうですけれども、ア

オコが発生して、そのアオコが毒素を出して

いるというような研究発表をしている先生も

いらっしゃいますので、そうなってくると、

非常に有明海の漁業資源にとって重大な影響

が出るんじゃないかと心配しているところな

ので、ぜひそれは要望としてお願いしたいと

思います。 

 

○村上寅美委員 ちょっと関連だけど、水質

は定期的にやってるでしょう。（「はい」と呼

ぶ者あり）ね。そして、問題があるかないか

と今言われたように、それは問題ないなら問

題ありませんというふうに言わないと、我々

はわからぬからね。当然やってるはずだか

ら、水質はね。 

 だから、それが１点と、関連になるけど、

土木は誰が来とるかな。沿岸道路が、荒尾か

ら熊本まで沿岸道路、この計画があるわな。

この推移はどうなっとる。どんな状況か、わ

かってる。これは国の計画だけど。 

 

○鈴木河川港湾局長 道路担当がこの場にお

りませんので、私のほうからお答え申し上げ

ます。 

 現在、有明海沿岸道路Ⅱ期につきまして

は、平成23年９月から、御案内のとおり、国

や県、そして熊本市とともに設置した有明海

沿岸地域幹線道路網に関する検討会議におい

て、長洲町から熊本市までの区間の事業化に

向けて、道路の位置づけ、そして地域の課

題、また、環境に与える影響など、さまざま

な視点から検討を実施しているという、それ

が現状でございます。 

 引き続き、有明海沿岸道路Ⅱ期につきまし

ては、早期事業化について国に働きかけてま

いりたいというふうに考えております。 

 

○村上寅美委員 状況はわからない。どうい

う現状か。 

 

○鈴木河川港湾局長 今、検討段階という、

協議会において検討しているという段階でご

ざいます。 

 

○内野幸喜委員 多分今、村上委員が聞かれ

たのは、おととしの９月に、荒尾競馬場の跡

地で中心杭打ち式があって、それ以降の動き

ということだと思うんですね。 

 

○村上寅美委員 そういうこったい。 

 

○鈴木河川港湾局長 それ以降につきまして

は、具体的な進展はございません。引き続き

検討段階という状況でございます。 

 

○村上寅美委員 これは、もちろん国の──

施工は県がするかどうかわからないけど、国

の計画決定だから。でしょう。計画決定だか

ら、その辺の推移というのは、常にそっちが

つかんどかないと、それと同時に、やっぱり

影響が出てくるんですよ、沿岸だから。魚と

いうのは、沿岸に水を吸いに、河口近くに全
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部水を吸いに寄ってくるんだからね。スズキ

とか、タイとか、セイゴ、稚魚のころね。 

 だから、その辺のところを、やっぱり環境

整備あたりを検討するのが、それが１点と、

もう１点は、委員長、陸上養殖を千葉か埼玉

で──タイだったと思うたがな。タイかスズ

キを山奥でやってるんですよ、温泉地で。知

ってる。私もマスコミで見ただけだから。だ

から、それを塩水をつくってやってるわけよ

ね。海のものを持ってくるんじゃなくて、塩

水をつくってやってるわけだ。ということ

は、陸上養殖の発祥だな、これからの。 

 これは僕も何十年前から言ってるけど、多

分干拓の後に陸上養殖になってしまいやせぬ

かと、将来はよ。なぜかというと、ヘドロと

か、それから赤潮とか、これが全部管理され

とるから。 

 だから、一遍言うたと思うけど、長崎県の

県の試験場、長崎市にある、あそこに視察に

行ったんですよ。前漁港課長と一緒に。君じ

ゃなかったろう。君じゃないもんね。君は行

っとらぬだろう。だから行ったんですよ。長

崎県は水産県だからね。そうはもう当然だけ

ど、そういう先進地でクエをやっとった、ク

エを。 

 だから、そういう問題があったから。それ

はなぜかというと、僕は、みんな知ってるよ

うに養鰻だけど、やっぱり非常にシラスで苦

労するんですよ。キロ100万、200万というん

だから、ダイヤモンドじゃあるまいし。だか

ら、これに苦労するから、私も、クエと言え

ばアラの一種だから、そういう高級魚で海に

おりろうかなと今思ってる最中だもんだか

ら。だから、そういう段階だから非常に興味

がある。 

 だから、千葉か埼玉で陸上でやってるとい

う話があったから、そういうデータを、きょ

うわからないなら、ぜひとっとってもらいた

いということを、もう要望でいいです。 

 

○坂田孝志委員長 担当のところは、よく調

べとってくださいね。ほかにありませんか。 

 

○岩中伸司委員 先ほどの説明資料の海域ご

との再生に向けた取り組みで、立派な資料が

カラーでわかりやすく載ってますが、５ペー

ジ、現在の取り組みで、先ほど具体的に荒尾

の沖で25平方キロ、今年度で調査されてい

る。10月下旪に取りまとめて報告をしますと

いうふうなことだったんですが、今わかって

るところがあれば何か。 

 

○山田水産振興課長 申しわけございませ

ん。これ自体が九州農政局さんのほうで調査

をやられておりますので、あらかた調査は終

わったということですけれども、具体的なデ

ータまでは、まだ特にいただいておりませ

ん。申しわけございません。 

 

○岩中伸司委員 そしたら10月下旪まで待っ

ときますけれども、これに関して、この資料

で見れば、海底地形測量、宇土市沖、非常に

赤い部分ですね。浅い部分が非常に多くなっ

てるし、この前も視察で八代海湾奥部に行っ

ても、ずっとやっぱり土砂が堆積して海が浅

くなっているという状況があるというふうに

思うんですね。荒尾もまさにそうではないか

なと思うんですが、ちょっと行ったり来たり

して申しわけないんですが、その前の２ペー

ジに、資料で具体的に水産資源の現状が報告

をされています。 

 これで１つだけとってみると、私もこだわ

ってずっと今までも質問してきたんですが、

アサリの漁獲量ですね。 

 これは、ここに書かれているとおり、昭和

52年に６万5,303トンか、これだけ生産をさ

れていたのが、急激に右肩下がりになって、

ずっとやっぱり横ばいになってると。 

 ただ、最近は、ことしの場合は、１月から

８月まで非常に成果が上がっているというこ
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とで、これは、作澪やいろんな取り組みの中

で、アサリが付着して大きくなっているとい

うことはうれしい情報でして、先ほどの報告

では235％増になってるということで、これ

はその成果が出てるなと思うんですが、もう

１つ私が思うのは、私たちの努力ではどうに

もできないのがありはしないかなという。こ

れだけアサリの漁獲量が減ってきているとい

うことについての何か見解があればと思って

伺いたいんですが、ちょっと難しいあれか

な。 

 

○山田水産振興課長 アサリにつきまして

は、今私どもが考えられる全てのことについ

て一生懸命取り組んでいるというところかと

思います。 

 先ほどからお話にありましたように、耕う

んであるとか、覆砂であるとか、それから親

貝を沈着させるということで網袋をつくった

りとか、それから、とるのを控えようという

ことで、母貝をつくるために、とる制限とか

期間とかという、それから産卵期が終わって

からとろうとか、本当にいろんな取り組みを

やってきているところでございます。 

 また、新たに、最近になって、フルボ酸鉄

シリカというのが効果があるのではないかと

いうふうなことがありまして、それについて

も、現在、県下４カ所で試験的な取り組みを

やられているところでございます。なかな

か、これはすぐにぱっと戻るというものはな

いんですけれども、一つ一つ漁業者の方々と

一緒になって取り組みを進めていきたいとい

うふうに考えております。 

 

○岩中伸司委員 わかりました。そういう取

り組みの経過なり一定の成果、今わかる範囲

の中では精いっぱい全力で頑張っていらっし

ゃるということで、それでも私が思っている

のは、以前、荒尾におってアサリがもうべら

ぼうにとれた、この一番頂点の時期でしょう

ね。仕事に行っている普通のサラリーマンの

人たちが、例えば炭鉱に行ってる人が、炭鉱

をやめて、もうアサリ一本で行こうというふ

うなことにして家を建てた。アサリ御殿とか

いう言い方があったんですけれども……

（「とり過ぎた」と呼ぶ者あり）そういうと

り過ぎ、乱獲というのが、荒尾のほうは特に

欲たれが多かけんか知らぬばってん、乱獲と

いうのがあったのかなと思うんですね。 

 ただ、それだけでもない。この表を見れ

ば、ノリの生産を見ればずっと横ばいで、若

干上向きになってきている、この統計ですよ

ね。これを見ていけば、やっぱり自然の大き

な動きの中で、私も潮流がやっぱり遅くなっ

たと。今かなり遅くなって10メートルぐらい

になっているのかな。わかりませんけれど

も、潮流がやっぱり遅くなって洲がなくなっ

て、私たちが言う、えご（澪筋）というのが

もう全くなくなったり、そういう自然環境の

中で壊されていったのがこの貝類とか魚介類

に影響しているというのは、人の努力ではど

うにもできない、何か根本的なところが必要

だなという気がしているんですね。 

 ですから、八代海の湾奥部の問題もそうで

すけれども、荒尾沖なんかも、今海岸に行っ

ても何も貝も魚も見えないというふうな状況

なので、そこら辺根本的なところがあるなと

思うんですけれども、ここでどうこうしても

結論が出る問題じゃないんですが、私の思い

は、やっぱりそんな思いで、有明海、八代海

の再生については、もっとやっぱり大きな視

点で我々自身が考えていかなんなというのを

つくづく思うところですね。 

 ぜひ、県としても、そういう根本的なとこ

ろもぜひ一面では追求してほしいなというふ

うなことを思っているところです。まあ、そ

れは私の思い、要望で結構です。 

 

○村上寅美委員 私が答弁します。 

 先生、アサリだけじゃないんですよね。水
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産物全体が農政と違って半分になってます、

田崎の市場のデータで。築地もそうです。半

分になって、単価も半分になってるんです。

値段も。ということは、やっぱり今料亭がに

ぎあわぬから、料亭が寂れてしまったからで

すね。 

 だから、タイとかスズキとか、これはドウ

グモノと言いますけれども、こういうのが売

れないんですよ。こういうのがキロ何百円

で、シイバとか、知っとるですか、シイバ

て。シイノフタ、これは２千円も３千円もす

っとですよ。考えられない。こういう状況に

あるということは、常識的にわかっとられた

ほうがいいんじゃないかな。代弁したぞ。本

当にそういうきらいはありますけんね。 

 ただ、研究は、それぞれこれはやらなでけ

ぬし、やってるんだろう。ね。まだ成果がい

ろいろわからないけど。 

 だから、さっき最初の説明にあったよう

に、ヘドロをどうするかと書いてあったよう

に、これが一番なんだよ。とれる、とれない

の前に、海の環境整備が。よそは知らぬけ

ど、有明海については、128年間干拓がなさ

れてないから、我々の生活排水が全部入って

いるんです。有明海が終末処理場になって

る。 

 そういうとき、有明海と瀬戸内海ですね、

内海は。日本の場合は。だから、瀬戸内海の

基準がどうなっているかようわらかぬから、

そういうところを調査をして、そして、視察

をするなら、やっぱりその辺を見るとか、そ

の必要がありはせぬかと、僕は思うがね。も

う答弁は要らぬけどね。 

 そして、八代海、有明海にマッチしてどう

すればいいかということ、相当あんたたちも

努力はしよっとはわかるから。ただ、努力だ

けしたって、どういうふうに今の成果が出る

かということの研究は、これは企画とか土木

あたりが入って──だから沿岸道路、今度入

るでしょう。間違いなく影響が出るんです

よ。いい影響も出るけど、悪い影響も出る。 

 だから、その辺を切磋琢磨しながら、どの

ラインを流して──道路だから、もう決定事

項だから流さないと、この環境を中心とする

──漁業振興に対して、どうなのかというふ

うなことを研究、委員長、しとかないかぬわ

けだね。 

 今後、これは今後の問題でいいんだから

ね。その辺を勉強しててもらえば、我々は特

別委員会だから、やっぱり聞かれた場合は説

明ぐらいできなきゃおかしいからね。そうい

うことを執行部にはお願いしたいと思います

から。 

 

○城下広作委員 済みません。余りくどくど

言うつもりはありません。 

 そのアサリの漁獲量の推移のグラフを改め

て見ると、今、岩中先生が言われたように、

昭和53年から平成２年、激減なんですね。こ

のときに、日本の気候がこれだけ激減して大

変変化があったかというと、そんなことはな

いと思う。我々人体にも影響します。 

 ところが、この数字だけでは、この10年間

激減するということは、何かしらの外的要素

があってとしか考えられないと思う。ただ、

そこは何とはわかりませんけれども、そこは

一応大体検討はつくわけですよ。 

 そこの部分と、では、例えば人間が乱獲を

したということになれば、相当ないわゆる従

事者というか、人間が極端に多くなって、そ

れこそ転職してまでもみんながアサリをとる

ような人間がふえたから乱獲したということ

なのか、余り数は変わらぬのに同じ業者の人

間がとる量がふえたのかとか、いろいろ冷静

にそこはちゃんと抑えておいて、そこがわか

った上で手を打っとかないと、そこの原因を

置いといて考えて、今一生懸命何をやってと

やってますけれども、もともと大もとに何か

あった場合には、そのことがわかってないと

手の打ちようがないということがありますの
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で、ここは冷静にちゃんとやっぱりこの急激

にという数字の裏打ちをやっぱり知ってお

き、そのことをどうするかということは考え

るのは当然だと思いますので、ぜひそれは、

今後の調査とか検証するときには、再度もう

一回確認をされたほうがいいと思います。こ

れは要望としてです。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。 

 

○西山宗孝委員 有明海のカラーの13ページ

で、ノリの養殖について、環境の影響が非常

に多い業種でもあるんですけれども、この

(4)に書いてある中で、適水温が23度以下で

とか、あるいは秋芽網の一斉撤去とかありま

すけれども、まあこれは対症療法ということ

で、その場その場で対応されていってる状況

を書いてあると思うんですが、近年は、徐々

に温暖化が進んで、種つけの時期とかそうい

うのも非常に判断に迷ってらっしゃるし、環

境的なことを踏まえるならば、今後の種つけ

の時期とかも行政の中で見込みも出てくると

思うんです。 

 それと、もう１つ、漁期ですね。ノリの漁

期。 

 これについても、大方ずれ込むだけではな

くて、さっきもお話があったように、期間が

短くなってくると思う。そういったところを

環境等を踏まえながらやっていかないといか

ぬという。 

 もう１つ、一方では、ノリの質の問題で、

ここには品薄により単価が上昇ということが

一つあるんですけれども、漁業組合関係、地

元しか私もわからないんですけれども、二部

会関係の方も含めて聞いたところ、非常にノ

リの質が上がっとると、物が。それもあると

聞いたので、ただ単に品薄だから単価が上が

ったというだけではないとは思うんですが、

それも、やはり環境によって、この物が上が

って価格が上がっていくということもありま

すし、さらには、今後の環境の変化に備えて

環境に強いノリの品種の研究も必要かと思う

ので、そのあたりを尐しお聞かせいただけれ

ばと思います。 

 

○山田水産振興課長 ノリの養殖業につきま

しては、もうまさに御指摘いただいた点、非

常に重要なことだと認識しております。 

 種つけについては、やはり水温がどんどん

上がってきておりまして、適水温期につける

と。それと、漁業者の方々、やはり早くつけ

たいという思いもあられます。早くつけて早

く生産に結びつけたいという思いと、それか

ら、生物上、いつが本当にいいのか、それと

最近ちょっと悩ましかったのは、水温が下が

ってくるんですけれども、その後、逆に水温

がちょっと上がってしまうと。そのときに、

せっかくつけた種が焼かれて種網がうまくい

かない、そういうふうな状況もございます。

ですから、しっかりと過去の水温の変化の状

況であるとかというのを確認をして、組合長

会議あたりでしっかりと情報をお知らせしな

がら御相談をして、養殖の指導をやっている

というところでございます。 

 また、先週私も出席したんですけれども、

有明海３県、やはりノリ養殖が非常に盛んだ

ということで、種つけの時期をどうするかと

いう会議がございまして、そういう会議で横

の連携もしながら努めているところでござい

ます。 

 それから、質の向上について言われたとこ

ろかと思いますが、生産量は、ほぼノリにつ

いては変わっておりません。ある程度一定の

水準で生産をやってきているわけですけれど

も、養殖漁家の方というのは、やはりかなり

減尐をしてきております。やはり残られた方

というのは、非常に創意工夫、いろいろ養殖

の手法といいましょうか、技術も非常に向上

をしておられると思います。そういうのにつ

いても各広域本部の普及員が一緒に指導に当
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たっておりますので、引き続きやっていきた

いというふうに思っております。 

 それから、高水温になってきたということ

で、その種、これにつきましても、水産研究

センターのほうで、引き続き、高水温耐性、

それから低塩分に耐え得る──バリカン症と

かというのが出ますので、そういうのに耐え

得るような種の開発について取り組んでいる

ところでございます。また、一部について

は、もうお渡しして、活用されている部分も

ございます。 

 以上でございます。 

 

○西山宗孝委員 いわゆる質も上がったとい

うこと、品薄だけではなくてノリの質も上が

ったという解釈でよろしいんですか。 

 

○山田水産振興課長 失礼しました。そのと

おりだと思います。 

 

○西山宗孝委員 それは、やはり研究の成果

でもあるんですけれども、一番難しいのは、

環境で温度が高い低いだけではなくて、そう

いった総合的なところから来る品質が上がっ

たのか、あるいは、種の問題であるとか、行

政の指導の中でよくなったのかというのは、

どれぐらい理解されているんですか。 

 

○山田水産振興課長 やはり総合的な問題だ

というふうに考えております。皆さんも大変

努力されておられますし、いろいろ、非常に

今の後継者の方々、熱心な方がおられると思

います。また、私どもの先ほど言いました広

域本部の普及員であるとか、それから水産研

究センターのほうも一生懸命指導をさせてい

ただいておりますので、総合的に上がったの

ではないかというふうに思っております。 

 

○西山宗孝委員 ありがとうございました。 

 漁業の方は、なるべく早く種をつけたいと

いう意識はほとんどないと思います。非常に

タイミングよくつけて、いい成果を得ようと

いう方がほとんどだろうと、私が知っている

範囲では思うんですけれども。 

 あと、今後は、多分種つけの時期がずれて

いくとして、後ろのほうが３月、あるいは２

月で切れることもありますので、その漁期が

短くなるということを考えれば、品質による

単価の上がり下げももちろんあるんですけれ

ども、量的なことも考えないと、非常に期間

が短くなるということもありますので、ぜひ

とも漁連関係と連携しながら、真剣にされて

いるとは思うんですけれども、より真剣に研

究、検討していただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

 

○坂田孝志委員長 要望でいいですね。ほか

に。 

 

○末松直洋委員 資料別冊１の24ページの八

代海湾奥部のことについてですけれども、昨

年12月、私、一般質問で取り上げさせていた

だいたんですけれども、今回、熊本地震で地

盤沈下もなっているということで、不知火沿

岸部では最大29センチほど地盤沈下している

ということでありまして、年々、毎年28メー

トルずっ沖合に干潟化していっております。

平成11年の高潮災害から18年ほどたっており

まして、年間28メートル掛ける18年で、約50

4メートル沖合へ干潟化しております。 

 今回の地盤沈下とあわせて、河川の浚渫と

か、堤防のかさ上げとか、いろいろな対策を

打っておられると思いますけれども、高潮の

発生する確率というのが、この資料では、お

おむね30年に１度発生する確率があるという

ことでありますが、これは、平成11年の高潮

の時点で、こういう30年に１度というものが

わかったのか。この地震発生──最近、この

30年に１度ぐらいの高潮の発生がありそうな

のか、そこら辺の何かデータとかありますで
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しょうか。 

 

○丸尾河川課長 河川課でございます。 

 委員がおっしゃいました平成11年の台風第

18号で高潮被害が出ておりましたが、それ以

前の整備状況というのは、今回、この11年の

台風第18号をもとにして、改めて計画を見直

して、湾奥部の特殊な地形、例えば台風によ

る吹き寄せ効果とか、そういったことがやは

りこの地域では発生するということで、再度

設定させていただいた高さがおおむね6.2メ

ーターという高さで決まりました。それまで

その高さができてないところを、この台風第

18号以降に整備をいたしております。その規

模がおおむね30年に１度という確率規模で評

価しております。 

 

○末松直洋委員 堤防のかさ上げとか、そう

いうことは行っておられると思いますが、そ

の排水ポンプも能力アップとかでかなり今後

改善していくかと思いますが、かなり見た目

だけでも非常に危険性が高まっております。

そして、国のデータがこの地区は非常に尐な

いということでありますので、そこら辺のデ

ータを蓄積するのに、国にぜひ強い要望をし

ていっていただければと思います。これは要

望です。 

 

○村上寅美委員 ちょっと先生方と関連する

けど、課長、佐賀と熊本のノリの格差はどれ

くらいある。単価、わかるか。わからない。 

 

○山田水産振興課長 済みません、ちょっと

データを……。 

 

○村上寅美委員 後で。 

 

○山田水産振興課長 はい、わかりました。 

 

○村上寅美委員 私もばってん、先生方に

も、それは教えて。 

 それと、その格差が１つと、佐賀は、支柱

だけで、べたをやっとらぬわけだね。熊本

は、べたをやってしまうわけだね。この辺の

格差。やっぱり酸を使うから、これは魚類に

影響するわけよ。だから、それはノリをやっ

てる漁業者が一番知っとるけど、痛しかゆし

でね、痛しかゆしの立場たい。 

 なぜかというと、今、もうノリ漁連という

ように、漁業がやっぱりノリが中心になっと

るもんだから。やっぱりうろこはずっと衰退

しているし、最初言ったように、物は半分に

なっとるし、単価はまた半分だから、４分の

１ぐらいになっとるから、だから食っていけ

ない。燃料は高くなるから、もう行かぬと。

とりに行っても赤字だという形だから、ノリ

を中心になっとるわけだ。これを非常に私は

危惧している。ただ、私も立場があるから余

り大きい声じゃ言えぬけど、これは大事なこ

とだからね。 

 県行政として、やっぱり佐賀との格差と

か、佐賀はべたをやってないから、できたら

やっぱりそうして、沿岸に対してスズキとか

タイとか育つような環境づくりが必要ではな

いかというふうに思うもんだから。 

 これは漁師が一番わかっとるわけよ。とに

かく朝晩誰か来るんだから、うちに。ミカン

か、ノリか。ど真ん中に家建てとるから、ミ

カンの山のど真ん中。近所はミカン畑しかな

かっだもん。世間な誰もおらぬ。そういう状

況にあるもんだから、私自身も、朝起きて、

顔洗って用を済ませたら、もう玄関出たら有

明海だしな。隣近所はもうなかっだけん、ミ

カン畑ばかりだけん。 

 だから、やっぱり忘れようとしても、１分

１秒もこれから離れられぬわけたい。これは

議員であろうとなかろうと。そういう興味も

持っとるし、使命感もあるもんだから。ちょ

っとくどいようだけど、あなたたちにその辺

の追求をお願いしたいと。 
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 やっぱりノリは、佐賀の先生は熊本です

よ。戦前。ところが、もう今は全然逆だから

ね。佐賀は、べたをやらない。だから、県と

して、それがどうなのか。あるいは、やめろ

とは言わぬけど、漁業者も含めて、その辺の

ところをやっぱり──要するに、私が言いた

いのは、農業もそうだけど、生産者がよくな

るようなことを行政としてやっていかないか

ぬでしょう。生産者がよくなるように。 

 農業も一緒。農業だって、市場なんか、果

実連なんか、２～３日前も理事会したけど、

125億円、預託金が。県はなかですよ。県よ

かあるから。変な話、505億円。 

 しかし、じゃあ生産者はどうなのかといっ

た場合は、ジュースで売れてるから勘違いし

てしまうわけたい。職員から全部。君たちは

勘違いするといかぬぞと。これは、あくまで

商社機能としての果実連としては日本一だけ

ど、125億円もあるんだから、預託金が。ト

ータルで505億円売ってるんだから。しか

し、生産者がどうなのかということをもうち

ょっと考えていかないと。青果も漁業も一

緒。生産者がどうすれば潤うかということ

を、委員長、私はいつも言うけど、これを求

めないと、勘違いしてしまうわけたい。収益

出とるけん。商社機能としてよくても生産者

はようならぬもん、ジュースぐらいで。そこ

を研究してやってもらいたいなと、県には。

農業も一緒、農林水産だから。 

 

○坂田孝志委員長 先生、きょうは有明です

ので、ちょっと後のこともございますから。

何か答えますか。 

 

○山田水産振興課長 手元のデータがありま

して、佐賀県の昨年度の平均単価が14.43円

……（村上寅美委員「高いね」と呼ぶ）熊本

県が13.94円でございました。それから、さ

らに１年前は、佐賀県のほうが12.81円、熊

本県が11.59円というところでございます。

単価につきましては、やはり佐賀県のほうが

……。 

 

○村上寅美委員 若干で、そんなにないじゃ

ない。これは目隠しして？するなら、どっち

がどがんかわからぬぐらいの単価だな、これ

は。 

 

○山田水産振興課長 先ほど技術の向上とい

うことが御質問の中にありましたけれども、

確かに熊本県も一生懸命やって技術も向上し

ているかとは思います。ただ、漁場的に、先

生が言われたとおりでべたがありますので、

どうしても支柱だけではないということで、

品質の統一化とか、もしくはやっぱり質が支

柱のほうがやっぱりうまみが出るというふう

な部分がございますので、条件的には若干不

利な部分はあろうかと思います。 

 ただ、まさに収益ということで言われたの

が、佐賀県の場合は協業化が進んでおります

ので、うちの県もぜひ協業化をやりたいとい

うことで、これは一生懸命また努力をしてい

きたいというふうに考えております。 

 

○村上寅美委員 参考までに、銀座の千疋屋

で佐賀ノリで売ってるわけ。佐賀ノリで売っ

てある。「夢未来」、これはミカンなので、委

員長からおごられるばってん、農林水産だか

ら。だから、河内ミカンじゃないわけたい。

「夢未来」とかなんとかというばってん、誰

も東京の人間は知らぬとたい。 

 この辺のところを、やっぱりブランドを、

植木スイカもそうだけど、ブランドを熊本は

失ってしまってるわけよ。この辺ばちょっと

研究──これは、本当はＪＡあたりが研究せ

ないかぬのだけど、この辺のところをやっぱ

り県ともう一遍やっぱりあれしてもらいたい

な。だって、塩屋一番なんていうのは、もう

世界中通じるとだけん。１番になったから。

だから、やっぱりその辺のところを、ぜひひ
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とつ業者も含めて研究してもらいたいなと。

これはもう要望で結構です。 

 

○坂田孝志委員長 はい、要望でございます

か。 

 

○山本伸裕委員 説明資料の23ページですけ

れども、諫早湾干拓事業の中長期開門調査、

これは、概算要求で開門調査のための調査費

用を削っているかと思うんですけれども、そ

れに対しては、県として国に復活を求めるべ

きじゃないかと思うんですけれども。 

 

○山田水産振興課長 今回、国のほうは、概

算要求で開門によらない和解を成立させて開

門問題の解決を図るということを掲げて、そ

の100億円の計上であるとか調査費の見送り

ということをされてるのだと思います。 

 県としては、一生懸命、有明海の環境変化

の原因究明の一環として開門調査は必要だと

いうふうには言っておりますし、その立場は

変わりません。 

 ただ、今後とも、それはそれとして、有明

海再生の取り組みが尐しずつでも進むよう

に、漁業者に寄り添いながら取り組んでいき

たいというふうに考えております。 

 

○山本伸裕委員 ６月議会でも言いましたで

すけれども、その100億の基金と開門調査を

取引条件みたいにするのはおかしいと。県

も、ちゃんと説明資料で、国に求めていく

と、開門調査をいち早く実施するようにと。

そういう点で言うならば、100億円の基金が

あるから、それでもう開門調査やりませんと

いうようなことであるとするならば、これは

国に対して厳しく抗議すべきですよ。そし

て、県として、予算の復活を要求すべきだと

いうふうに思います。どうでしょうか。 

 

○坂田孝志委員長 質問ですか。 

 

○山本伸裕委員 質問です。 

 

○山田水産振興課長 県としては、その基金

というのは、別に基金の創設が目的ではなく

て、手段の一つというふうに捉えておりま

す。 

 ですから、県としては、引き続き関係省庁

連携のもとで、具体的に再生の動きについて

一生懸命動いていただきたいということで要

望をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

 

○山本伸裕委員 もうちょっとこれ以上は質

問しませんけれども、要望として、県がやっ

ぱり国に求めていくというようなこと、姿勢

をはっきりしているわけですから、概算要求

で、その調査の費用を削るというのはおかし

いと、ちゃんと予算を確保してくれと言うべ

きだと思います。そのことを要望して。 

 

○坂田孝志委員長 はい、要望ですね。ござ

いませんか。 

 

○岩中伸司委員 山田課長ばっかりになっと

りますが、先ほどちょっと私もアサリの関係

で質問したんですが、この資料がどっちがど

うなのかというのがわかりませんので、ちょ

っとそこだけ教えていただければ。 

 県選出国会議員及び云々という、この資料

のほうがわかりやすいんですが、これを広げ

て１ページ、お手元ありますか。 

 この右上のアサリの漁獲量の推移というこ

とと、その２ページの右上のアサリ漁獲量の

推移というグラフが、このなかなか理解──

上と下のが整合性がとれているのか……。 

 

○坂田孝志委員長 有明海と八代海になって

おりまして、これは後で説明しようと思いま

すが、要望資料としています。それは有明海
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と八代海の差でございますから。 

 

○岩中伸司委員 いやいや、この資料の前

に、先ほど説明いただいた資料で言えば、２

ページと、これもあるんですよ。今、私は、

わかりやすい資料のほうを言ったんですが、

２ページのやつと、こっちは何ページだった

かな。16ページね。２ページと16ページのこ

の表が、整合性がどうとれてるのかなという

のを、ちょっと説明いただければわかりやす

くなると思うんですが。 

 例えば、これは昭和50年からスタートして

いるんですが、この赤線が全然違う曲線で行

ってますので、これをちょっと説明……。 

 

○坂田孝志委員長 有明海と八代海というこ

とで御理解いただけませんか。２ページが有

明海、16ページが八代海ですので、海域が違

いますから、海域ごとにまとめて。よござい

ますか。 

 

○岩中伸司委員 済みません。 

 

○坂田孝志委員長 次に、地球温暖化対策に

関する件で質疑を受けたいと思います。 

 何かありませんか──ないようでございま

すので、それでは、続きまして、付託調査事

件の閉会中の継続審査についてお諮りしま

す。 

 付託調査事件については、引き続き審査す

る必要があると認められますので、本委員会

を次期定例会まで継続する旨、会議規則第82

条の規定に基づき議長に申し出ることに御異

議ありませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○坂田孝志委員長 異議なしと認め、そのよ

うにいたします。 

 その他に移ります。その他として何かあり

ませんか。 

 

○西岡勝成委員 これは農林水産委員会でと

思ったんですが、放置船のことについてちょ

っとお尋ねをいたしたいと思いますが、天草

の漁協と県漁連から我が党に放置船対策につ

いて要望書が届いております。 

 今議会にちょっと間に合わなかったもので

すから、来議会に、ほかの党の先生方にもお

願いをして国に意見書を提出しようと思って

いるんですけれども、調査として、県下で、

放置船というのは、土木もあれば水産課もあ

るものですから、どのくらい把握してあるん

ですか。 

 

○亀崎港湾課長 港湾課の亀崎でございま

す。 

 ことし、４課取りまとめが港湾課ですの

で、私のほうからお答えさせていただきま

す。 

 まず、放置船の対策について、これについ

ては、平成26年に４課全体の調査を行ってお

ります。それによりますと、放置船が

1,553、そして沈廃船、これが601……。 

 

○西岡勝成委員 何が。 

 

○亀崎港湾課長 沈廃船、沈んでしまった船

ですね。これが601、合計の2,154ということ

で、これは県管理区域でございます。これに

あと市町村の管理区域内に2,600ほどあると

いうふうに聞いております。 

 

○西岡勝成委員 ということは、4,700隻ぐ

らいあるということ、全部で。 

 

○亀崎港湾課長 合計しますと、そのとおり

でございます。 

 

○西岡勝成委員 要するに、漁業が、この表

にもありますように、漁家がずっと尐なくな

って、漁民も減っていってますと、船がどう
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してももう余って、やめた人は放置するんで

すよ。これはずっと台風が大型化して、港湾

の中にも漁港の中にも大型船もありますし、

非常にこれは大問題と思うんです。昔は、木

船だったから、沈船になって漁礁になったり

しよったけれども、今は、プラスチック船で

すから、なかなかそういうわけにはいかない

ので、12月議会には、各党にお願いして、こ

れは委員会にちょっとなじまないんですよ、

範囲が広いもので。またいろいろ各党にお願

いして、国に対して対策の意見書を出したい

と思いますので、よろしくお願いしときま

す。 

 

○坂田孝志委員長 これは、今度の政府要望

といいますか、国会議員の方々との意見交換

会も予定しておりますので、その中でもぜひ

取り上げて要望いたしたいと思います。 

 

○西岡勝成委員 何しろ熊本県は多いらしい

です。有明海、八代海という湾内があるもの

ですから。 

 

○坂田孝志委員長 はい、わかりました。 

 

○西岡勝成委員 よろしくお願いしときま

す。 

 

○坂田孝志委員長 ほかにございませんか。

よございますか。 

  （「はい」と呼ぶ者あり） 

○坂田孝志委員長 それでは、ないようでご

ざいますので、最後に、私のほうから管外視

察に関連しまして御報告があります。 

 管外視察につきましては、御案内のとお

り、来月10日から12日までで実施する予定で

ございましたが、国政等の情勢等により、内

野副委員長と協議をしました結果、来年の年

明けの１月末から２月上旪に延期することと

いたしたので、御了解お願いしたいと思いま

す。 

 なお、先ほど岩中委員からございましたよ

うに、お手元に配付いたしております現時点

での関係省庁との意見交換会の資料案を配付

いたしておりますので、後ほどお目通しいた

だき、12月の委員会の際に改めて審議を行い

たいと考えております。 

 今、西岡委員からございましたように、放

置船のことについても要望項目につけ加えた

いと考えておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 以上で本日の議題は全て終了いたしまし

た。 

 それでは、これをもちまして第12回有明

海・八代海再生及び地球温暖化対策特別委員

会を閉会します。 

 長時間ありがとうございました。 

  午前11時51分閉会 
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